
※キャンセル規定

〒173-0037 板橋区小茂根1-1-7
日本肢体不自由児協会  中央療育相談所

手足の不自由な子どもたちのキャンプ案内

申 し 込 み
問い合わせ先 https://www.nishikyo.or.jp/care/camp.htmlTEL 03-5995-4514

申し込みはこちらから
（申込書もダウンロードできます）

この「参加申込書」にもれなく記入し、5月14日
（木）必着でご提出ください。（5月17日(日)に書類
での調整会議を予定しています）

応募状況により、書類にて参加者の調整をさせて
頂き、ご連絡をすることもありますのでご承知お
きください。

事情により参加を取り消す場合は、下記の規定
に基づき参加費を返金いたします。

※ご不明な点につきましては、日本肢体不自由児協会まで
お問い合わせください。

受　付
2026年 4月 1 日（水）
■申し込み方法 ■参加者の調整

書類にて参加内定された方は、5月31日（日）
に医師による健康審査会があります。これにより
最終的な参加の決定をさせていただきます。
結果は後日、文書にて連絡いたします。

参加決定通知とともに参加費納入先、納入期日
等をお知らせいたしますので、参加費をお振り込
みください。

■健康審査会

■参加費の納入

■参加の取り消し

場所：2つのキャンプともに　東京YMCA山中湖センター 山梨県南都留郡山中湖村平野

第70回
第48回

手足の不自由な子どものキャンプ
フレンドシップキャンプ

・・・ 2026年8月9日（日）～12日（水）  3泊4日
・・・・・・・・・・・・・・・・ 2026年8月5日（水）～9日（日）  4泊5日   

ボランティアリーダーとは・・・
大学生または大学院生、もしくは同等の年齢で特に希望される方が、約
3ヶ月にわたって、キャンプ概要・グループワーク・肢体不自由児等の障
がい理解・介助実習・キャンププログラム等を各キャンプに即した研修
を受けて学んでいます。
また、教育・医療・福祉等の専門職のスタッフも協力して安全で楽しい
キャンプを運営しています。

〇キャンプは初めて、障がいが重いから、親元を離れるのは不安だから、
みんなと一緒にできるかしら、行動が遅いから。また、学校の予定、病
院や訓練の予定が確かでないのでと思案されている方！
いずれも参加してみたいと希望される方は、思い切ってご連絡ください。
〇キャンプ中、常時、医療ケアを必要とする方（例：気管切開・経管栄養・
胃ろうなど）は、参加をお断りする可能性があります。

不安な方は・・・

2026年 Summer Camp
キャンパー募集！！

・・・・・・・・全額返金
・・・・・・・・・・・・70％返金

・・・・・・・・・・・・・・・・50％返金

全体打ち合わせ会まで
キャンプ前日まで
キャンプ当日

右のQRコードでも
アクセス可能です

〆切り
2026年 4月30日（木）必着



キャンプでは、恵まれた自然環境の中で、
親元を離れた集団生活を通して、喜び楽しさだけでなく、お互いに考え協力し、

より豊かな生活を目指す意欲を高める機会が与えられます。
「夢と希望と友情いっぱいのキャンプ」あなたも参加してみませんか。

共に楽しい夏休みを過ごしましょう。

期　　 間：
参加対象：
参 加 費：

健康審査等：

連 絡 先：

主　　 催：

協　　 力：
協　　 賛：

2026年8月9日（日）～12日（水）　3泊4日
小学校3年生から高校3年生までの男女　約24名
77,000円　3泊4日の宿泊、食事、プログラム諸雑費
　　　　　 保険料、往復交通費等
面接と健康審査は5月31日（日）、全体打ち合わせ会
は7月5日(日)、心身障害児総合医療療育センターにて
行います。
日本肢体不自由児協会　中央療育相談所
〒173-0037板橋区小茂根1-1-7 TEL 03-5995-4514
（社福）日本肢体不自由児協会　（公財）東京YMCA
（公財）毎日新聞東京社会事業団
（NPO）フレンドシップキャンプ
（公財）原田積善会（予定）

2026年 Summer Camp キャンパー募集！！
富士山と山中湖　 新しい友達　 新しい体験　 新たな出会いと広がる大きな交わりの輪

手足の不自由な子どものキャンプ第70回

キャンプ動画はこちらキャンプ動画はこちら

　手足の不自由な子どもたちと健常児が一緒に過ごす教育
キャンプです。豊かな自然の中、少人数のグループで暮らしま
す。学生ボランティアが子どもたちと暮らしながら、介助や関係
性作り、アクティビティの企画などを担当。お互いの存在を認め
あい、心を成長させ、友情を育めるようにと運営されています。

＜保護者の声　若杉みどりさん＞　キャンプでの経験は、学
校でも家庭でも得られないものです。肢体不自由の娘にとっ
て、普段、家の外では大人と話す機会が多いですが、キャンプ
の子どもたちと遊ぶ中で会話力が上がり、新たな知識や気づ
きをもらっています。また弟（中学生）と妹（小学生）にとって
は、同じ立場の”きょうだい児”と出会える大切な場所にも
なっています。スマホ・ゲームから離れた自然の中、新しい友
達と純粋に遊ぶ経験をさせてあげられるのも嬉しいです。

※肢体不自由児の受付は、日本肢体不自由児協会が担当（チラシ表面へ）。
　健常児の受付はNPOフレンドシップキャンプが担当します（HPへ）。

期　　間：
参加対象：

参 加 費：

奨 励 金：

健康審査等：

連 絡 先：

主　　催：
後　　援：

協　　賛：

2026年8月5日（水）～9日（日）　4泊5日
小学校3年生から高校3年生までの男女
肢体不自由児童・生徒と健常児童・生徒合わせて約60名
130,000円 4泊5日の宿泊、食事、プログラム諸雑費
　　　　　 保険料、往復交通費等
できるだけ多くの方に参加していただくため、特に経済
的に事情がある場合は、15,000円を限度として参加
費を助成する制度があります。お申し出ください。
面接と健康審査は5月31日（日）、心身障害児総合医
療療育センターにて行います。
（NPO）フレンドシップキャンプ
〒104-0045　中央区築地1-9-2　伊勢常ビル9F
TEL 090-5783-2683
（NPO）フレンドシップキャンプ 
（社福）日本肢体不自由児協会　（公財）東京YMCA
（公財）毎日新聞東京社会事業団
（公社）東京青年会議所

フレンドシップキャンプ第48回

手足の不自由な子どもたちのキャンプ案内

キャンプの写真・映像はHPで！

　肢体不自由児キャンプのパイオニアとして、今年
70回目を迎えます。その経験によりさまざまな障が
いがある子どもたちのニーズに応えられるキャン
プを実施しています。
　富士山と山中湖、緑と水に囲まれたキャンプサイ
トは、障がいがある子どものための設備が整ってお
り、子どもたちの自立生活を可能にしています。こ
こでの生活は、子どもの自立性を高め、社会性を伸
ばし、彼らの大きな成長の機会になると確信してい
ます。
　年齢別に５～６人の子どもと複数のボランティ
アリーダーが生活単位としてのグループをつくり、
楽しいプログラムを創造し、心のふれ合う関係の中
で他では得られない体験をする事ができます。 ※定員に満たない場合は、開催を見合わせることもあります。


